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第8回改善発表会 8/310
第一位 キャロット(営業二部)「キャロネット Version2.0」
私達、キャロットサークルは前回同様、電子メールのホームパーティー上で会議を行い、
業務のコンピューター化を目指し、

｀
習うより慣れろ精神、で改善を行ってきました。

コンピューターによる情報とデーターの共有化を計る為にフロッピーディスクヘ登録して
いましたが、LANの導入によリフロッピーディスク700枚分のデーターを保存できるLAN
上のハードディスクヘ全て移しました。今回行つた改善の加工台帳関連、材料手配関連、売
上伝票関連、見積り関連、提出済み見積り関連のデーターを8月末までに1070件、営業 3部
で共有しています。
これからも、コンピューターによる業務の効率化を目指して行きたいと思います。

第二位 ポピー (要工場製造部)「―茂ガンパレ」
私共ポピーサークルは、要工場にてNCカ ッター・プレス・デスクマット出庫等を、 5名
のメンバーで行つています。今回の発表では、その中でもプレスの抜き作業工程の改善を取
り上げてみました。
置き型にて抜く場合の作業として、①置き型の上に抜き材料をもってくる。②その上に抜
き刃を保護する為の軟質塩ビ板を乗せる。③抜いた後にその塩ビ板を取り除く。④静電気に
より塩ビ板に付いた製品、抜きカスを利がす。⑤製品を取り出す。……。と、5つの工程を行っ
てきましたが、序盤にのり付マグネットにて塩ビ板を固定し、除電ファンを設けることにより、
②③Эの作業が省け、時間短縮につなげることができました。
これからもポピーサークルは、ガヽさな改善をコツ !コ ツ!と積み重ね、結果として大きな
改善につなげて行こうと思います。

第二位 トウモロコシ (営業一部)「ボップコーン」
今回、 トウモロコシチームは 3位に入賞することが出来ましたが、各チームの改善発表を
見て、まさか 3位になるとは思いませんでした。
今回のテーマは「ポップコーン」。何故「ポップコーン」にしたかと言いますと、いつもはチー
ム内の改善を主に行っていましたが、今回は、 トウモロコシから、ポップコーンの様にはじ
けて外に出て、違う部署と一緒に改善していこうという意味で名付けました。今回は、裁断
と配送の人達の協力を得て、双方の改善が少しは出来たと思います。まだまだポップコーン
に進化したとは言えませんが、これからもっと色々な部署と連携して行きたいと思います。
今回の改善ですごく勉強になったのは、やはリコミュニケーションの大切さでした。日頃な
かなか心身に話し合ったことがなかつた人と話し合うことで、色んなことが見えてきました。
次回は、1位を取ることができるよう、頑張りたいと思います。本当に有難うございました。
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「森
松
帥
４０
期
を
迎
え
」

常
務

・
森
下
君
が
ア
メ
リ
カ
ょ
り
、
非
常
に
お

も
し
ろ
い
商
品
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
表
示

・
看

板
等
に
使
え
る
新
製
品
で
す
。
毎
月
毎
月
日
新
し

い
商
品
が
開
発
さ
れ
て
、
販
売
す
る
側
も
話
題
提

供
に
困
ら
な
い
程
で
す
。
１０
年
前
な
ら
、
ビ
ニ
ー

ル
だ
け
売

っ
て
い
れ
ば
良
か
つ
た
が
、
今
は
パ
ソ

コ
ン
並
み
に
毎
月
毎
月
新
し
い
商
品
が
続
々
と
誕

生
し
て
い
る
。
森
松
も
業
界
の
時
代
の
先
端
を
歩

い
て
い
る
事
を
実
感
し
ま
す
。

中
国
・
ア
メ
リ
カ
。日
本
を
結
ぶ
商
売
を
、今
後
、

展
開
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ず

一
番
大

事
な
事
は
、
日
本
国
内
で
の
販
売
力
と
製
品
開
発

力
を
シ
ッ
カ
リ
確
保
す
る
事
で
す
。確
保
し
て
い

な
い
と
外
国
に
対
し
弱
い
立
場
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
私
共
に
は
幸

い
に
も
、
強
力
な
サ
ポ
ー

タ
ー
が
内
外
に
た
く
さ
ん
存
在
し
ま
す
。
そ
の

方
々
の
協
力
に
答
え
る
意
味
で
も
、
よ
リ
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
各
自
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
場
の
足
元
を
固
め
、
各
サ
ー
ク
ル
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

プ
レ
ス
２
台
、
ウ
ェ
ル
ダ
１
２
台
、
Ｎ
Ｃ
ｌ

焼
却
炉
、
プ
リ
ン
ト
カ
ッ
タ
ー
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

等
、
１
億
円
超
の
設
備
投
資
を
今
期
中
に
実
行
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
僣
之
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褻

コ
ッ
プ
の
水
が
３
名
共
空

っ
ぽ
。
店
員
に

「
お
水
下

さ
い
」
と
言
う
。
店
員
は
答
え
る
。
「
お

一
つ
で
す

か
？
」
あ
の
な
ぁ
…
。‥
。

社
長
と
喫
茶
店
で
ラ
ン
チ
。
訳
の
分
か
ら
な
い
名

前
の
ラ
ン
チ
。
社
長
が
Ｆ
」
れ
は

一
体
何
の
料
理
？
」

お
ね
え
ち
ゃ
ん
が

「
さ
あ
？
」
あ
の
な
ぁ
Ｉ
…
。

あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。
遅
い
、頼
ん
だ
物
が
出
て
こ
な

い
。催
促
散
々
す
る
。
同
じ
物
が
、
後
で
頼
ん
だ
人
の

方

へ
先
に
い
く
。散
々
文
句
言

っ
た
け
ど
、
出
入
り
回

に
「当
店
は
最
高
の
お
も
て
な
し
を
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
」ゞ
遠
慮
な
く
こ

の
用
紙
に
…
…
」
。書
い
て
あ
れ
か
ら
１
０
０
年
に
な

る
が
、
何
の
返
事
も
無
い
。
（こ
こ
の
経
営
者
の
講
演

を
聞
き
に
行

っ
た
事
が
あ
る
。素
早
い
対
応
、
お
客
様

第

一
主
義
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。）
あ
の
な
ぁ
…
…
。

味
噌
汁
に
し
て
は
ぬ
る
す
ぎ
る
。
変
え
て
頂
戴
と

言

っ
て
新
し
く
持

っ
て
き
た
味
噌
汁
が
も

っ
と
ぬ
る

い
。
あ
の
な
ぁ
・…
‥
。

「
ご
注
文
確
認
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
長
々
と
確
認

し
て
出
て
き
た
物
が
全
員
違
う
。
新
た
に
念
押
し
し

た
ら
Ｆ
」
注
文
確
認
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
…
…
あ
の

な
ぁ
‥
・・・Ъ

大
衆
食
堂
で
２
名
が
全
く
同
じ
物
頼
ん
だ
。
勘
定

が
違
う
。
文
句
言

っ
た
ら
、
プ
ツ
プ
ツ
言
い
な
が
ら

同
じ
勘
定
に
な
っ
た
が
謝
ら
な
い
。
間
違
い
は
あ
る

か
ら
、
ニ
コ
ッ
と
し
て

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
で
済
む

こ
と
な
ん
だ
け
ど
な
ぁ
…
…
。

う
ど
ん
屋

へ
行
き
↑
」
れ
も
チ
ェ
ー
ン
店
×
総
勢

１０
名
、
席
は
ガ
ラ
ガ
ラ
、
な
の
に
「
５
名
ず

つ
別
れ
て

お
座
り
下
さ
い
」
だ

っ
て
。構
わ
ず
和
室
に
入
り
食
卓

二
つ
つ
な
い
で

一
丁
上
が
り
。
店
員
ぶ
す
っ
と
し
て

い
た
わ
。
こ
の
店
２
部
上
場
果
た
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
か
じ
ゃ
な

く
、
感
性
だ
な
ん
て
上
品
で
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る
非

常
識
。結
局
は
Ｆ
」
の
店
の
経
営
者
の
顔
見
た
い
」
と
、

こ
う
な
る
ん
だ
ろ
う
か
…
…
。
あ
の
な
ぁ
…
…
。

木
村
　
英
利

こ
こ

一
年
程
前
か
ら
、
会
社
で

「気
付
き
」
に
対

し
て
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
ｏ
こ
の
事
か
ら
、
盆

休
み
の
読
後
感
で

「気
が
き
く
人
、
気
が
き
か
な
い

人
」
と
い
う
本
を
読
ん
だ
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
今
回
こ
の
本
を
引
用
し
、
紹
介
し
ま
す
。

や
は
り
、
仕
事
の
で
き
る
人
は

″気
が
き
く
″仕

事
を
す
る
人
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
逆
に
仕
事
の

で
き
な
い
人
に
共
通
す
る
こ
と
は

『や
ら
な
く
て
も

い
い
事
を
や
つ
て
、
う
ま
く
い
か
な
い
展
開
に
戦
々

恐
々
と
し
、
意
味
の
な
い
フ
ォ
ロ
ー
に
時
間
を
費
や

し
て
振
り
回
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
先
の
事
だ
け
し
か

見
て
な
い
か
ら
、
自
分
は
何
を
し
て
い
る
の
か
、
何

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
、
仕
事
の
流
れ

が
解
ら
な
く
な
る
。
し
か
も
、
仕
事
の
で
き
な
い
人

は
自
分
の
仕
事
の
流
れ
を
把
握
し
て
い
な
い
か
ら
、

叱
ら
れ
た
ら
言
い
訳
ば
か
り
で
、
改
善
の
ア
イ
デ
ィ

ア
は
何
も
な
い
。
従

っ
て
、
次
の
仕
事
も
同
じ
様
な
、

そ
の
場
凌
ぎ
の
無
駄
な
労
力
浪
費
型
サ
イ
ク
ル
に
な

る
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

救
わ
れ
る
道
は
た
だ

一
つ
、
気
が
付
く
よ
う
に
な

る
こ
と
。
「気
が
つ
く
力
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
し

か
な
い
様
で
す

が
、
皆
さ
ん
こ

れ
を
読
ん
で
何

に
気
付
き
ま
し

た
か
？
山
口
　
隆
弘

森
松
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

理
一
が
き
く
、一熟
炒
き
か
な
い
」

「元
気
君
、
元
気
さ
ん
に
感
謝
」

森
松

マ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
は

″明
元
素
＆
思
い
や

り
〃
、
今
日
も
明
る
く
元
気
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

あ
る
部
署
で
大
手
の
い
る
残
業
が
あ
る
時
な
ど
、

営
業
も
製
造
も
内
務
も
、
み
ん
な
気
持
ち
の
良
い
返

事
で

一
九
と
な
り
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

森
松
の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ

で
す
。
明
る
く
、
元
気
に
、
素
直
で
、
思
い
や
り
が

あ
れ
ば
最
高
の
力
で
す
。

「森
松
の
皆
さ
ん
は
体
力
が
続
き
ま
す
ね
。
」
‥
・

と
は
、
お
客
様
の
お
言
葉
。
見
た
日
は
、
体
力
の
有

り
そ
う
な
人
は
少
な
い
の
に
、
頑
張
れ
る
の
は
気
力

が
あ
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
？

残
業
で
の
雰
囲
気
は
良
い
で
す
ね
。
勿
論
、
仕
事
　
　
　
・０
４

の
流
れ
も
良
い
で
す
。
だ
か
ら
、
体
力
も
続
く
の
か

な
？
そ
う
そ
う
、
社
員
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。

パ
ー
ト
さ
ん
の
頑
張
り
も
す
ご
い
で
す
。
自
分
の
仕

事
が
少
し
で
も
遅
れ
た
り
す
る
と
、
自
発
的
に
遅
く

ま
で
や
つ
て
く
れ
ま
す
。
家
に
帰
れ
ば
家
の
仕
事
が

待

っ
て
い
る
の
に
…
…
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。

御
家
族
の
方
、
本
当
に
す
み
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
身

体
に
は
気
を
付

け
て
下
さ
い
。

感
謝
、
感
謝
。

横
山
　
敏
秋
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ら  り
上海草如文教用品有限公司  楊 玉霞

「波紋」読者の皆さん、始めまして。私は上海の文具メ
ーカー「草如」の楊玉霞です。この度、6月 26日

より28日 までの 3日 間、私はアメリカヘ出張の機会を利用して、途中下車で突然、森松株
式会社を訪問し

ました。私は以前にも日本へ旅行 したことがありますが、名古屋は初めてでした。今回
は事前に日本の滞

在ビザを取っていなかつた為、入国するのに森社長初め、木村常務及び森松
の社員方々に大変ご迷惑をお

掛け致しました。この場を借 りまして、心よりお詫びと感謝を申し上げます。

「念ずれば花開く」という日本の諺があるように、中国にも
「有志者事尽成」の諺があります。今回の

ように何の準備もない私に、前例のない 3ヶ 月間短期滞在ビザを当日発行してくれた
のは、森松の皆さん

の

「 喜畠曇上貰仁電保ち亀 殆鰍 筆 lち憾 1窮 島 ∬ 電 欺ξ■撲 ≧、ぬ 腐λ ちェ

ぶ町並み、忙しく動く車の列は、日本経済の活気を感じさせます。何よりも、森松
の社員の皆さんの暖か

い情熱は、私の一生忘れられない思い出となりまし

な 地です。上海製品は、昔から中国の莫大な消費市場私の愛する上海は、人口1800万人の中国経済の中だ

に不動な人気を誇つています。上海は、中国中央政府の直轄市です。改革開放の
政策以来、歴史的国際都

市の底力を発揮して、常に世界各国の対中国投資の窓口として全国をリ
ー ドして来ました。この中、上海

と日本の経済交流も日々深くなっています。

私は、上海の企業の経営者として、皆さんから学ぶことは沢山ある
と思います。これからは、森松との

ご縁を大切に、皆さんから学んで行きたいと思います。また、名古屋
の皆さんの上海案内人とさせて頂け

れば、幸いに存じます。皆さんのご来訪を心よりお待ち申し上げております。

編集部の言葉

楊玉霞 (ヤ ン・ユイシヤ)さ んは、上海草如文教用品有限公司の女性社長です。草如 (ツ ア
ォルー)社は、

台湾と上海に工場を持つPP製品のメーカーで、今年 4月 より森松と取引関係を結びました。この度、楊

社長はアメリカヘ出張の機会を利用 して、森松を訪問した際、「波紋」編集部
の要請を快諾して、寄稿して

頂きました。

〈９
月
号
の
答
〉

ひ
も
は
「
９
本
」
に
な
る
。

※
正
解
者
に
は
、

商
品
の
発
送
を
も

っ
て

発
表
に
か
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
一

情
報
な
く
し
て
状
況
分
析
で
き
ず
。

状
況
分
析
な
く
し
て
状
況
判
断
で
き
ず
。

状
況
判
断
な
く
し
て
対
策
生
ま
れ
ず
。

対
策
な
く
し
て
効
率
行
動
生
ま
れ
ず
。

効
率
行
動
な
く
し
て
業
績
向
上
あ
り
得
ず
。

業
績
向
上
な
く
し
て
給
料
上
が
ら
ず
。

給
料
上
が
ら
ず
し
て
働
く
喜
び
生
ま
れ
ず
。

働
く
喜
び
な
く
し
て
生
き
甲
斐
生
ま
れ
ず
。

生
き
甲
斐
な
く
し
て
幸
福
創
れ
ず
。

幸
福
な
く
し
て
人
生
完
結
さ
れ
ず
。

著
者
　
山
形
　
琢
也

「気
が
き
く
人
　
気
が
き
か
な
い
人
」
よ
り

3

情
報
こ
そ
が
す
べ
て
の
行
動
の
原
点
だ
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岬
『
１０
月
の
社
内
行
事

２
日
③
　
誕
生
会
　
１２
時
　
４
Ｆ

３
日
③
　
竹
田
沙
織
さ
ん
誕
生
日

５
日
０
　
第

一
土
曜
日
休
み

１０
日
③
　
体
育
の
日

‐２
日
０
　
第
二
土
曜
日
休
み

‐５
日
ω
　
改
善
会
議
　
１８
時

‐８
日
０
　
福
島
文
徳
さ
ん
誕
生
日

‐９
日
ω
　
中
山
ひ
と
み
さ
ん
誕
生
日

２‐
日
０
　
生
産
会
議
　
１７
時
囀
分

２３
日
③
　
経
営
会
議

〃
　
　
営
業
会
議

〃
　
　
竹
内
治
子
さ
ん
誕
生
日

２
「
。

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
展
」

２５
日
０

２６
日
ω
　
第
四
土
曜
日
休
み

２８
日
０
　
編
集
会
議

１７
時
５０
分

:`蔵 2 ¬ 」≡
一
:柄

「
■ F 』

会期

会場

10月 24日 lAl

25日0
森松株式会社

10:00-18:00

9:00-18:00

5Fホール(機械展示2F)

アキレスい
アサヒ合成工業い
いオオバ
オカモト榊
カンボウプラス帥
小池理化学工業帥
三協化成い
サンビック0
シーアイ化成0

富双合成機
いフラスコーボL//ション
丸喜化学工業①
三菱化学MK∨船
明和グラビア0
山口工業い
山本ビニター船
菱興プラスチック粉

50音順 敬称略

出展企業 (26社 )
積水成型工業い
龍田化学的
チャンドラーい
東永化成帥
東和合成工業帥
日本イコール化学工業帥
日本ウエーブロックい
林一二帥
フィーサー帥
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・
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な

り
、
秋
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
先
日
、
森
松
釣
り
同
好
会
メ

ン
バ
１
１３
名
で
、
敦
賀
の
方

へ

″
は
ぜ
釣
り
″
に
行

っ
て
き
ま

し
た
。
小
学
生
の
頃
、
父
親
に

連
れ
ら
れ
釣
り
を
し
た
事
が
あ

る
く
ら
い
で

″超
″
初
心
者
の

私
は
、
迷
惑
の
掛
け
っ
ば
な
し

で
し
た
。
釣
り
た
て
の
は
ぜ
を

そ
の
場
で
刺
身
に
し
て
食
べ
た

ん
で
す
が
、
そ
の
美
味
し
い
事
。

風
が
強
く
、
空
揚
げ
が
出
来
無

か

っ
た
の
が
残
念

で
す
が
、
　
′
一

と

っ
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

今
月
は

「元
気
が
出
る
森
松

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
森
松

マ
ン

一
九
と
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
の
で
、
多
数
の
御
来
場
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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